
平衡移動の原理（ルシャトリエの原理）

可逆反応が平衡状態にあるとき、条件（濃度・圧力・温度）を変えると、その変化を
打ち消す方向へと平衡が移動し、新たな平衡状態となる。
これを平衡移動の原理（ルシャトリエの原理）という。

濃度を増加すると、 増加した成分の濃度を減少させる方向に平衡は移動する。

例）

Ａ ＋ Ｂ æ Ｃ ＋ Ｄ

Ａを加えると（ → ）
Ｃを加えると（ ← ）

濃度を減少すると、 減少した成分の濃度を増加させる方向に平衡は移動する。

例）

Ａ ＋ Ｂ æ Ｃ ＋ Ｄ

Ｂを除くと（ ← ）
Ｄを除くと（ → ）

例） Ｈ２ ＋ Ⅰ２ æ ２ＨⅠ において、ＨⅠを加えると、平衡はどちら
に移動するか。

解） ＨⅠを加えると、平衡はＨⅠが減少する方向、つまり、左向き（←）に移動する。

Ｈ２ ＋ Ⅰ２ æ ２ＨⅠ

問） ２ＨⅠ æ Ｈ２ ＋ Ⅰ２ において、Ｈ２の一部を外に逃がせば、平衡は
どちらに移動するか。

解）Ｈ２が増加する方向、つまり、（ ）向き（ ）に平衡は移動する。

[Ｈ ２] [Ｉ ２]
Ｋ = の式において、 [Ｈ ２]が小さくなっても、Ｋが一定であるために

[HＩ ]２ は、 [Ｉ ２] が増加するか、 [HＩ ]が減少しなければならない。
よって、平衡は（ ）に移動する。

※矢印の方向に逆らわずに !!

※矢印の方向に逆らわずに !!
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【問題】
それぞれの条件の変化で平衡はどの方向に移動するか。矢印（→、←）で答えなさい。
ただし、平衡が移動しない場合は×印としなさい。

（１） Ｈ２ ＋ Ⅰ２ æ ２ＨⅠ において、Ｈｅを加える。（容器の体積は一定）

（２）ＮＨ３＋ Ｈ２Ｏ æ ＮＨ４
＋ ＋ ＯＨ－ において水を加える。

（３）ＮＨ３＋ Ｈ２Ｏ æ ＮＨ４
＋ ＋ ＯＨ－ においてＮＨ４Ｃｌを加える。

（４）ＮＨ３＋ Ｈ２Ｏ æ ＮＨ４
＋ ＋ ＯＨ－ においてＨＣｌを吹き込む。

（１） （２） （３） （４）

（１）ヘリウムは反応に関係しないので、平衡は移動しない 。
（容器の体積が一定だから、反応に関わる各気体の分圧に変化はない。）

（２）Ｈ２Ｏが減少する方向、右向きに平衡は移動する。

（３）ＮＨ４Ｃｌは水溶液中で電離し、ＮＨ４
＋とＣｌ－になる。したがって

ＮＨ４
＋が減少する方向、左向きに平衡は移動する。

（→）
（４） ＮＨ３＋ Ｈ２Ｏ æ ＮＨ４

＋ ＋ ＯＨ－

Ｈ＋ ＋ ＯＨ－ → Ｈ２Ｏ

ＨＣｌ → Ｈ＋ ＋ Ｃｌ－


